
理科(中)部会 

 

Ⅰ．研究の概要 

１．研究主題 

 

 

 

 

 

研究目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究仮説 

 

 

 

 

 

４．研究内容 

 

 

 

 

 

¶ 生徒が理解しにくい部分を中心に観察、実験方法の開発や改善などの研究を進める。 

¶ 生徒が理解しにくい部分を中心に教材・教具（装置・器具）の開発や改善などの研究を進める。 

¶ 実験が上手くいかない、生徒が理解しにくいなど、指導上の課題が残っている学習内容をいかに授

業展開すべきかを研究する。 

¶ 思考力・判断力・表現力等を高めるため観察・実験やレポート作成、説明、論述などの「言語活動

の充実」をどのように取り入れて、いかに授業展開すべきかを研究する。 

¶ ICT 機器の活用を取り入れたり、指導対象の焦点化を図ったり、指導方法や指導体制の工夫を研究

する。 

① 観察・実験方法の見直し 

② 教材・教具の見直し 

③ 課題のある学習内容をいかに授業展開すべきか 

④ 「言語活動」を取り入れ、いかに授業展開すべきか 

もう一歩、もう一工夫のアプローチで

２．主題設定の理由 

2006 年に実施されたＰＩＳＡの調査では、思考

力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、

知識・技能を活用する問題等、いくつかの課題が明

らかになった。そのため、学習指導要領では、科学

的な見方や考え方を育成するため、観察・実験や自

然体験、科学的な体験を充実させることを重要視し

ている。 

学習指導要領と新教科書へ対応するため観察・実

験方法と教材・教具を見直し、改善を図ることを目

標として、研究に取り組みたい。 

研究の過程 

H12～15 年度 

「選択学習の題材を探し、生徒の探究心

を高める授業の構成」 

H16～20 年度 

「わかる楽しい授業づくりによって、確

かな学力を育む」 

H21～23 年度 

「移行期間に入った新学習指導要領を

重点に、わかる楽しい授業づくりを研

究する」 

H24 年度～ 

「観察・実験方法と教材・教具の見直し」 

「新学習指導要領と新教科書への対応」 

 効果的な観察、実験、科学的体験を行い、授業展開を工夫することにより、科学的な知識や

概念が定着し、科学的に調べる能力や自然を探究しようとする能力が身につくであろう。 



５．研究方法 

 

管内共同研究の趣旨をふまえ、部会員全員の手により主題解明に向けて推進する。 

 

ⅰ．研究推進にあたって 

(1) 部会員全員で研究できるよう個々人の研究テーマを明確にする。 

(2) 実技・理論研修会は、研究課題の解明および部会員の研修活動の強化、充実を目的として実施。 

(3) 事務局は、推進委員研修会を充実させ、推進委員と―体となって管内研究を進める。 

(4) 各市町村研究団体は、独自性を発揮しながらも管内共同研究の趣旨をふまえ地域に適した研究を 

組織する。 

(5) 部会員の実践交流の中心となるのは市町村である。推進委員は連絡調整とともに、市町村の研究 

推進、事前研修会の運営などに積極的に役割を果たすようにする。 

(6) 研究が生徒から遊離しないように授業研究を重視する。 

 

ⅱ．研究交流 

(1) 推進委員研修会の充実と部会情報の活用を図る。 

(2) 管内第二次研究協議会の充実を図る。 

ア.  会員の研究レポートは、項目、形式等を統一した読みやすい形式で研究集録としてまとめる。 

イ.  展示コーナーの設置とその運営の工夫をし、研究成果の交流が深まるようにする。 

ウ.  研究発表会に演示実験などの実技も取り入れて話し合いが深まる工夫をする。 

(3) 各市町村において研究が生徒から遊離しないように心がけ、授業研究交流をする。 

(4) 各市町村研究団体内、および各市町村研究団体相互の交流を大切にする。 

 

ⅲ．各市町村研究団体の研究成果の整理について 

(1) 各市町村での研究の過程や実践成果が明らかになるようにまとめる。 

(2) 学校単位の研究、個人の研究についても必要に応じて市町村ごとに研究を加え報告書にまとめる。 

(3) 研究年度内に明らかになったことがらや、資料として残しておきたいものについては、必要に応 

じて実践資料集としてまとめる。 

 

ⅳ．専門部会第二次研究協議会の持ち方 

(1)午前中は公開授業、午後は研究発表会とする。 

    (2)公開授業については、可能な限り、市町村単位での指導案検討やプレ研究授業を確立し、組織的

な深め合いを意識した活動としていく。 

(3) 発表は、二分科会に分け、発表者はそれぞれの分科会で２度、同じ発表を行い、全員が全ての発

表を見ることができるようにする。（中間の休憩時間に１分科会と２分科会の入れ替えを行う。）原

則として各市町村単位で、それぞれ１～３セッション（約１５分程度）の発表者を推薦していただ

き、事務局で調整する。ただし、会員数の少ない市町村は配慮する。 

(4)各市町村研究協議会で実演、話し合いをし、発表者を選出する。 

(5)個人研究の当日のレポート持ちこみ、昼の実践交流コーナーへの出展も奨励する。 

 

ⅴ．その他 

(1)教育課程研究を進めるために、年度における実践上のアンケート等をとり、その改善に努める。 

(2)他団体、研究機関との実践交流を積極的に行う。 

(3)日常の実践に役立つ内容を中心に、実技・理論研修会を企画する。 

 



６．研究体制（組織） 

ⅰ．研究推進委員研修会 

(1) 部会役員、市町村推進委員で構成する。 

(2) 部会役員…部会の研究を推進する。 

(3) 市町村推進委員…市町村の研究を推進する。 

 

ⅱ．各分科会 … 市町村推進委員、部会役員を長として課題解決にせまる。 

各市町村では、個人、学校または市町村単位で研究内容を決め、分科会に所属する。 

 

 

７．年間計画 

月 研 究 予 定 具 体 的 研 究 推 進 計 画 

２月 研究計画の承認( 市町村研究協議

会)  

各市町村委員集約、承認 

４月 具体的研究推進計画提示 

( 管内第―次研究協議会)  

研究推進基本方針提示 

市町村研究体制・研究計画の確立 

具体的内容・方法の提示 

 

 

５月 各市町村研究計画交流 

 ( 推進委員研修会)  

・市町村事前交流会の体制の確立 

＜理科教育調査( 隔年実施)・教育課程調査＞ 

６月～７月 各市町村研究実施中間交流 

( 推進委員研修会)  

 

 

夏季休業中 実技・理論研修会  

８月～９月 各市町村研究実施中間交流 

( 推進委員研修会)  

 

 

管内第二次研究協議会内容検討 

１０月 管内第二次研究協議会事前研修 

( 拡大推進委員研修会)  

管内第二次研究協議会、研究交流 

レポート集約、運営打ち合わせ 

 

 

＜研究反省アンケート実施＞ 

１１月 研究の反省とまとめ 

( 推進委員研修会、役員研修会)  

研究の反省とまとめ 

１月 研究計画案作成 

( 推進委員研修会、役員研修会)  

研究のまとめ 

２月 研究計画提示 

( 市町村研究協議会)  

各市町村委員集約、承認 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ.実践研究の経過と成果 
１．部会の運営と協議内容、主な成果 

４月 １１日 専門部会第一次研究協議会  

・平成２９年度の部会研究計画の確認と研究の見通しについて 

           ・専門部会第二次研究協議会についての確認 
 

４月 中旬  各市町村第一次研究協議会  

           ・部会研究計画の概要の確認 

・専門部会第二次研究協議会に向けての個人レポート作成についての確認 

           ・実技・理論研修会（市町村ごと）の内容および日程の交流 

 

 

 

５月 １１日 第１回役員研修会・推進委員研修会  

           ・部会役員および推進委員の確認 

・平成２９年度の部会研究計画の確認と研究の見通しについて 

・各市町村の取組について交流 

           ・専門部会第二次研究協議会についての確認（授業者、単元、実践交流等） 
 

７月  １１日 第２回役員研修会・推進委員研修会  

           ・各市町村の取り組みについて、進捗状況の交流 

           ・専門部会第二次研究協議会に向けての諸準備について協議 

（授業公開後の研究協議のあり方、分科会のもち方について） 
 

８月  １日 実技・理論研修会（甲虫の生態、カブトムシ・クワガタの採集ならびに観察） 
 

 
９月 中旬  各市町村第二次研究協議会  

・専門部会第二次研究協議会に向けての個人レポート発表者の選考等 

 

 

 

 

９月 １４日 第３回役員研修会・推進委員研修会  

           ・専門部会第二次研究協議会について（主に全体会・分科会の進行） 

           ・レポート発表者の人選および実践交流の方法について 

・個人レポート集の作成 
 

１０月  ３日 第４回役員研修会・推進委員研修会  

           ・専門部会第二次研究協議会に向けての最終確認 
 

１０月 １３日 石教研専門部会第二次研究協議会  
 

 
１１月  ８日 第５回役員研修会・推進委員研修会  

           ・専門部会第二次研究協議会の反省および研究の反省とまとめ、次年度への方向性

について協議 
 

１月 ２５日 第６回役員研修会・推進委員研修会  

           ・次年度の研究計画案および役員体制の検討 

                             

 

 

 

 

４月 １４日 江別市教育研究会 第一次研究協議会（江別市立江別第二中学校） 

       ・専門部会第二次研究協議会の会場校・授業校について（第一中学校・中央中学校） 

９月  ７日 江別市教育研究会 第二次研究協議会（江別市立江別第二中学校） 

       ・公開授業での役割分担 

・指導案検討、プレ授業研等の日程調整 



２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容 

○３年生 単元『 ３ 運動とエネルギー  第３章 エネルギーと仕事 』 

授 業 者：萩原 啓 教諭（江別市立江別第一中学校） 

本時の目標：位置エネルギーから電気エネルギーへの変換効率を求め、より効率よくするにはどう

すればよいか、考えることができる。 

①授業公開の様子 

 生徒の学習活動 教師の働きかけ □留意点 ☆評価 ○手立て 

導
入 

○位置エネルギーから電気エネルギー

への変換の実験結果（変換効率）の

復習をする 

○これをいかした発電方法は何かを考

える→水力発電 

 

  

展
開 

 

○位置・電気エネルギー、変換効率の

計算方法を確認する。 

○変換効率を上げるために工夫して実

験を行う。 

→自己最高記録を更新したら、黒板に

変換効率とその時に使用した道具等

を記入する。 

○各班の変換効率を交流する。 

→変換効率が高い班の方法をまねして

みる。 

○変換効率の高い方法と低い方法で

は、どのような点が異なるか考える。 

 

 

●実験方法を演示し、初めの

変換効率を求める。 

●机間指導し、実験や計算の

支援が必要な班を中心に、適

宜助言する。 

 

●変換効率が高い方法に共通

する点がないか、考えさせる。 

 

 

 

 

☆机間指導しながら、工夫して

実験できているかどうか見と

る。 

○班員全員で実験し、一員とし

て参加できるよう促す。 

終
末 

 

○実際の水力発電の方法や設備、発電

効率を知る 

 

●水力発電の方法や設備、発

電効率を紹介する。 

 

②授業分科会での協議内容 

     ・本単元の各学校での工夫や教材について 

     ・言語活動を取り入れた授業展開について 

③成果と課題（授業分科会での意見交流より） 

    ＜授業者より＞ 

     ・変換効率に重きを置いたので、まとめが不十分であった。 

     ・教材、教具についての助言があればいただきたい。 

     ・演示はあえて効率の悪いものを見せて工夫を促した。 

＜参観者より＞ 

     ・手作りの教材が良かった。回転に応じて出力の上昇が感じ取れた。 

     ・電圧と電流を同時に測ることができれば更に良い。 

     ・変換効率まで求めずに熱量を求めるまでで良かったのではないか。 

     ・難しい内容に挑戦し、生徒自身が考え、工夫する楽しさのある授業であった。 

 

エネルギーの変換効率を上げるには、どうすればよいだろうか 

変換の際に失われるエネルギーを、より少なくする必要がある 

「教材・教具の見直し」 

 

「言語活動の工夫」 

班内での交流や他班の考察に対す

る検討をし、考えを深めた。 



○１年生 単元『 ３ 身のまわりの減少  第２章 音の世界 』 

授 業 者：平 雄貴 教諭（江別市立中央中学校） 

本時の目標：・音の伝わり方と速さを調べる実験について、結果から意欲的に規則性を導き出そう

とする態度を身に付ける。 

・時間と距離の関係から音速を計算して導出することができる。 

・実験結果から音は音源から波として同心円状に広がり伝わることを説明できる。  

①授業公開の様子 

 生徒の学習活動 教師の働きかけ □留意点 ☆評価 ○手立て 

導
入 

 

 

 

○実験の内容について確認し、

各自予想を持つ 

 

 

 

○実験の方法について説明

し、予想を立てさせる 

 

 

 

☆実験に対して目的意識を持ち、結果を

正確に記録しようとする【関心・意欲】 

展
開 

○２つのグループに分かれて

実験を行う 

□実験を行う前に、ピストルの

音で手を挙げる練習をする 

・音が 100ｍ伝わるのにかかっ

た時間を記録 

・手の挙がる様子を言葉で記録 

○ピストル（音源）から、

一直線上に（順々に）伝わ

っている様子を見せる 

次に、ピストルを列の中

央で鳴らし、左右の音の伝

わりに差が無い様子を見

せる 

 

 

 

 

 

 

 

○撮影したビデオを見て音の

伝わり方を確認する 

 

 

○考察を行う 

○一定の速さで音が順に伝

わることに気づかせる 

 

 

○各自の考えを班内で交流

し、まとめさせる 

☆音が音源から近い方から順に伝わっ

て行くことを指摘できる【思考・表現】 

 

 

☆実験結果から、音速を計算し求めるこ

とができる【観察・実験の技能】 

終
末 

 

 

○身近な例について考える 

○本時の学習を振り返る 

 

 

○例題に取り組ませる 

○自己評価を通して本時の

学習を振り返させる 

 

 

□光は一瞬で届くものとする 

□花火や雷などの例をもとに、光の速さ

と音の速さの関係について理解させる 

②授業分科会での協議内容 

     ・本単元の各学校での工夫や教材について 

     ・言語活動を取り入れた授業展開について 

③成果と課題（授業分科会での意見交流より） 

    ＜授業者より＞ 

     ・研究主題から、“一歩、外に出て、スロー再生で一工夫”した。 

     ・手の挙がる時間の差を感じ取らせることができた。（コマ送りが有効だった） 

     ・電卓を活用し、結果として思考に時間を割くことができた。 

     ・より実施し易い実験方法があれば意見をいただきたい。 

＜参観者より＞ 

     ・生徒が、活発に学習に取り組んでいた。屋外での学習が良かった。 

     ・発光するピストルを使用するのも良いのではないか。 

     ・ＩＣＴを有効に活用していた。実験を撮影してスロー再生を見せる工夫が良かった。 

     ・考察の話し合いでは、更に言語活動を活発化させる余地があったよう感じた。 

音は音源からどのように伝わっていったか。また、その速さを求めよう。 

音はあらゆる方向に一定の速さで伝わり、その速さは空気中で秒速約 340ｍである。 

課題：音の伝わり方と速さを調べよう 

実験の目的：音が伝わった 距離 と、かかった 時間 を調べて、音の伝わる速さを調べる 

「観察・実験方

法の見直し」 

 

「言語活動の工夫」 

実験結果をもとに、班毎に

計算法を検討する等し、理

解を深めた。 



（２）専門部会第二次研究協議会での協議内容 

【レポート交流と実践の紹介】 

①「顕微鏡の接眼レンズとスマホやタブレットのカ

メラをつないで撮影する道具の作成」 

発表者 関谷尚美 教諭 （恵庭中） 

◆アクリル板と洗濯バサミを接着剤で固定。 

◆接眼レンズに取り付けて観察に活用。 

 

 

 

 

 

 

②「光合成の観察『ペットボトルを使って葉緑体を

ヨウ素液で染める』」 

発表者 坂口広知 教諭 （千歳中） 

◆ペットボトルに炭酸水素ナトリウムを加える。 

◆光合成によるデンプンが観察しやすくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

③「有孔虫を見つける」 

発表者 小田枝里 教諭 （当別中） 

 ◆有孔虫を含む砂岩の観察。 

 

 

 

 

 

 

④「食物連鎖の授業はフクロウで」 

発表者 青野裕幸 教諭 （北斗中） 

 ◆フクロウのペリットを観察。 

 ◆ペリット＝未消化物を吐出したもの 

 

 

 

 

 

 

 

⑤「酸化還元反応 ～ テルミット反応」 

発表者 細井護 教諭 （大曲中） 

◆テルミット反応による製鉄を観察する実験。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「カンロ杓子を用いた二酸化炭素の還元実験」 

発表者 浅見真也 教諭 （野幌中） 

◆カンロ杓子を用いて生成した炭素を安全に観察。 

◆飛び散らないので観察しやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「地層の蒸しパンモデル」 

発表者 鷲頭豊 教諭 （江別第一中） 

 ◆蒸しパンを複数重ね地層に見立てた。 

 ◆ストローによるボーリング調査を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧「ホットケーキを用いたマグマの粘り気の違いの

観察」  発表者 北嶋智佳子 教諭 （恵北中） 

◆ホイップやハチミツで粘度の違いを確認。 



Ⅲ．教育課程の研究  

今年度は各校にアンケート調査を行った。ねらいは、平成２８年度からの教科書に関しての、「困ってい

る点とその解決法」の把握や「工夫している実験内容」の交流である。学年ごとの理科室の使用の仕方につ

いても、各校工夫し、ここ数年でほぼ確立されていることが把握できた。また、教科書に載っているなかな

かうまくいかない実験に関しても多くの交流をすることができた。 

今後、今年度の交流内容を、次年度のレポート作成へとつなげていくことや、実際に授業や実験観察の場

面で活用していく中で、必要に応じて修正等も加えながらよりよい教育課程を作成していきたい。 

 

Ⅳ．実技・理論研修会 

 ８月１日（火）、夏休み中にも関わらず４０名近い先生方や子どもたちに参加して頂き、研修を行うことが

できた。フィールドワークを通しての有意義な研修となった。研修テーマは「昆虫の採集～カブトムシ・ク

ワガタムシの採集～」である。昨年度同様、北広島エコミュージアムセンター学芸員の畠誠先生を講師に迎

え、甲虫の生態などを学習した。場所は北広島自転車の駅にあるサイクリングロード。甲虫はどのような樹

にいるのか、どういう暮らしをしているのか等の講義を受け、参加者で甲虫を探した。２０匹近い甲虫を捕

まえることができた。講義の中で、カブトムシが特定外来生物２種に指定されていることを学んだ。元々北

海道にいなかった生物であり、カブトムシの数が増加することでの生態系への影響も示唆された。 

 参加された皆様、石教研中学校理科部会の実技研修へのご参加ありがとうございました。また来年度も実

りある研修になればと思いますので、どうかよろしくお願い致します。 

 

Ⅴ．研究の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責 北山 貴理） 

１．成 果 

今年度の研究は、昨年までの研究を更に深めるための２年継続研究の２年次目として、観察・実験の方

法や実験方法の検証など、多角的な方面から研究に取り組んだ。さらに効果的な授業展開の工夫や指導に

有意義な教材・教具の開発など、会員からのレポート発表ではより有意義な研究となった。 

言語活動を重視した授業展開の部分では、「できる限り組織的な動きを…」ということで市町村単位で

の深め合いを推進した。今年度の江別市内の授業研へ向けて、江教研の組織内で研修会を重ね指導案検討

やプレ研を実施するなどして研究を推進していただいた。その結果、授業者だけではなく周りの会員もと

もに授業展開を考え、思考力・判断力・表現力を高める授業作りのための建設的な話し合いがなされた。

このことも大きな成果であった。 

「言語活動」を取り入れた公開授業では、組織的な活動（①指導案検討→②プレ研実施→③公開授業）

を取り入れ、効果的な授業構築のための手立てとしてさらに研究体制を確立させていきたい。 

２．課 題 

次年度は今年度の研究をさらに深化させた研究として取り組んでいきたい。教科書改訂以降、それらへ

の対応を含め、各市町村研究団体と協力・連携をしながら、観察・実験、教材・教具を見直し、授業展開

の工夫に努めてきた。さらに一歩進んだ深化させた研究としていくために、授業展開を工夫する研究を今

後も継続して進めていく必要があると考える。そのためには、日常実践の中での個人の研究結果の蓄積を、

授業交流やレポート発表の中でより効果的に共有していくことが求められる。 

今後については、目指す生徒像をより明確にした上で研究仮説を設定し、会員それぞれが今までの実践

にさらにもう一工夫を加えることを意識して研究を進められる体制を確立し、さらにひとつ踏み込んだ研

究にしていくことを目標としたい。 


